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第 1 章では，無水フッ化水素(HF) の天然 HEL に及ぼす影響について述べる口
天然 HEL を HF 処理すると， HF 処理物の全体としての比活性は低下するが，その中から天然
HEL と同ーの諸性質をもつものを単離し，それを結晶化させることができることが判明した口
第 2 章では，還元型 HEL に及ぼす HF の影響について述べる。
還元型 HEL を HF 処理した後， HF 処理物を再び天然型 HEL へと再構成することを試みたが，
その収率は低かった。しかし，還元型 HEL を HF 処理する際に，ある種のチオール化合物を添加す
ると， HF 処理物から天然型 HEL への再構成収率を向上させることができることが判明した口
第 3 章では，天然リゾチームから種々の保護基の導入された HEL 誘導体を調製し，これら HEL
誘導体を再び天然型 HEL へと誘導する試みについて述べる。
アミノ基保護天然型 HEL においては，その調製条件と，保護基脱離後の天然型 HEL への再構成
収率との聞には密接な関係があること，保護基の種類により再構成収率に差のあることが判明した。
チオール基保護還元型 HEL においては，用いる保護基により，天然型 HELへの再構成収率がほ
ぼゼロとなることが判明した。
最後に，化学合成によって得られるであろう目的ポリペプチドに最も近いモデル物質として，アミ
ノ基およびチオール基に保護基の導入された還元型 HEL を調製した。この誘導体の保護基を HF に

















第 3 章では，第 1 章および第 2 章での研究結果を踏まえ，天然型リゾチームおよび還元型リゾチーム
に種々の保護基を導入し，得られた誘導体を無水フッ化水素処理して再び天然型リゾチームへと導く
実験を行ない， リゾチームの化学合成において用いられ得る保護基の種類やそれらの脱離条件を明ら
かにした。
以上の如く，本研究はニワトリ卵白リゾチームの化学合成に必須な合成条件を設定した事にとどま
らず，この研究成果は，他の酵素や蛋白質ホルモン化学合成にも広く応用されうるものと考えられ，
蛋白質の化学合成における問題解決に寄与するところ大きいので，理学博士の学位を授与するに値す
るものと認められる。
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